


■ものづくり人材スキルアッププログラムとは

ものづくり企業の初任管理監督者を対象にした、ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ事ができる、実践的な教
育プログラムです。本プログラムでは、ものづくり企業等の実務家が講師となり、即戦力を育成します。

■プログラムの概要及びカリキュラムについて

●全３コース（Ａコース、Ｂコース、総合コース）のうち、希望のコースをお選びください。

●工業系ものづくり企業に限らず、受講できます。

●Ａコース(生産管理技術コース) 

【概 要】
・基礎を体系的に学び直したい人や初任者向けの講座です。
・企業活動の戦力となる人材を育成し、現場における生産管理技術スキルをマスターできるコースです。

【カリキュラム】

・次表の７科目が対象科目です。
・７科目すべて受講、または★印の３科目の受講を必修とし、その他の科目（Ａ・Ｂコースいずれの科目）も選
択して受講することができます。

●Ｂコース（工場経営管理コース）

科目名（担当講師） 時限数
（1時限 90分）

内容

★生産管理（山野 一郎）
10時限

(15時間)
事例を紹介しながら生産管理全般、生産計画の進め方、生産管理に必要な各
種管理、企業収益との関連について、分かりやすく学習する。

★品質管理（林 潔）
10時限

(15時間)
品質管理（TQM）の多岐にわたる基本事項を学び、現場に顕在・潜在してい
る問題点・課題に対して、その改善ステップの実施能力を身に付ける。

★安全衛生管理（滝根 進）
８時限

(12時間)
安全衛生管理の目的や取り組み方等について、グループワークや演習等を通し
て学習・体得し、「安全で安心して働ける」ものづくりの職場を目指す。

環境管理（橋本 忠）
6時限

(9時間)
環境問題の動向やエネルギー使用状況が企業経営に与える影響に対して、どの
ようにアプローチすると有効であるか等を、分かりやすく学習する。

企業人のスキル（石井 伸太郎）
6時限

(9時間)
ものづくり企業人としての業務推進の基本を学習する。自社の現状と今後のある
べき姿を踏まえ、改善改革へとつなげる。

生産課題演習（前川 要）
10時限

(15時間)
全員参加型の相互学習で問題解決型の実践学習を通して、問題意識の向上
や解決能力を身に付ける。

生産技術（加戸 孝太郎）
10時限

(15時間)
事業計画を達成するため、「工場コストダウン活動」をテーマに、生産技術的改
善手法に基づき、工場内の問題点を効果的に解決できる能力を身に付ける。

合計 28～60時限（授業時間数 42～90時間）

【概 要】
・営業・マネージャー・海外赴任者向けの講座です。
・企業の中心的立場で企業活動をマネジメントする人材育成を目的としています。
・マネージャーとして必要な専門知識、管理スキルをマスターできるコースです。

【カリキュラム】
・次表の下記６科目が対象科目です。
・１科目から特定の科目を選択して受講することもできます。
※Ｂコースを受講した場合でも、Ａコースのいずれの科目も選択して受講することができます。

A コース



●総合コース（Ａコース+Ｂコース）

■募集要項

科目名（担当講師） 時限数
（1時限 90分） 内容

方針管理（中川 秀一）
8時限

(12時間)
方針管理の歴史的歩み、方針の立案と展開、推進体制、戦略構築の手法を
学び、具体的な実施計画や点検・評価を効率的に行う能力を身に付ける。

経理･財務管理（山岸 康也）
6時限

(9時間)
ものづくり中小企業の管理監督者として、経理・財務管理の基本を学習する。
自社の事例をケーススタディーして、問題・課題、改善方向性を見いだす。

身近なマーケティング（松蔵 高子）
8時限

(12時間)
商品開発やブランディングを通し、マーケティングは身近で楽しく実践できることを
体感していただき、マーケティングプロセス、戦略構築の重要性について学ぶ。

人材育成・能力開発（小村 一明）
6時限

(９時間)
ものづくり企業の管理者として、将来の幹部候補者として長期的な視点に立
ち、必要な人材育成・能力開発のスキルについて、グループワークも用いて学習する。

原価管理（堀内 公博）※オンライン
6時限

(9時間)
実践的な原価管理講座。現場で役立つ原価計算の基礎(初級～中級編)か
ら事例問題まで網羅し、即実践可能で有益な原価管理の知識を習得できる。

ＤＸ入門（福岡 明夫）
6時限

(9時間)
中小企業向けＤＸ入門講座。ＤＸの基本からＤＸ計画書の作成の手順ま
でを学び、中小企業におけるＤＸの推進に必要な知識とスキルを身につける。

合計 6～40時限（授業時間数 9～60時間）

【概 要】
・企業の中心的な立場で現場を含めた総合的なマネジメントを行う人材の育成を目的としています。
・企業活動における管理監督を目指すには、最適なコースです。

【カリキュラム】 ・A コース、B コースすべての科目を受講します。

科目名（担当講師） 時限数
（1時限 90分） 内容

A コース、B コースすべて（13科目）
100時限

（授業時間数 150時間）
総授業時間の 88%以上（132時間以上）を受講する
ことで、履修証明書が交付されます。

募 集 期 間 令和７年７月 14日（月）～９月 12日（金）※大学 HP より受講願書をダウンロードしてお申し込みください。
募 集 人 数 総合コース 10名、 A・B コース 20名
受講対象者 ものづくり企業に勤務する者で、高等学校卒業または同等以上の学力があると認められた者

入校式・ガイダンス 令和７年 10月 15日（水）（予定）

受 講 期 間 令和７年 10月 16日（木）～令和８年２月２日（月）
毎週 月・木・金曜日 及び 毎月第２・４火曜日の午前中を基本に行います。

受 講 場 所 こまつビジネス創造プラザ セミナールーム（小松市こまつの杜２番地）
講 義 形 態 対面授業を基本に行いますが、一部の科目は、Zoom を利用してオンライン形式で行います。

講義時間帯 １時限目 8︓45～10︓15、 ２時限目 10︓30～12︓00（※90分授業）
午前中に２時限の講義を受け、午後からは職場に戻り、通常勤務といったサイクルになります。

閉 講 式 令和８年２月 16日（月）（予定）
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B コース

・各プログラムでの教育内容や他の受講生との交流を通し
て、知識の向上や再認識、様々な考え方や新しい気付きな
どを得ることができ、受講生が今後の会社・部門運営を考え
ていくうえで非常に役に立つものになったと感じています。（総
合コース）

・学んだ内容を自らの業務でさっそく活用する行動が見えまし
た。今後は自社での実践を通して磨きをかけてくれる事に期
待しています。（Ｂコース）

※文部科学省認定 「職業実践力育成プログラム（BP）」
※履修証明書交付対象コース
※厚生労働省指定 「専門実践教育訓練講座」

総合コース

・幅広く色んな分野を一気に学べた点が良かった。他社の方と一緒
にグループワークしたり、発表があったり、意見交換ができたことは大
変刺激になり、ありがたい体験でした。（総合コース）

・授業ペースも丁度よく、時間も午前中のみで午後から出社できる
点はとても助かりました。また、同業種の参加者のそれぞれの業務内
容の大変さや問題点が共通していると共感できた。（A コース）

・体系が不完全な組織においては、自分の考え方が、本来あるべき
ものか迷いがちになってしまう。その中で、部下や同僚に対する指導
がブレてしまうことがある。そういった点で、今回の受講は自分の考え
を整理するとても良い機会になったと感じています。（Ｂコース）




